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　国際交流(International Exchange)ということばが身

近な、具体的なものとなって長い年月が経つ。その間、

学校関係では海外の大学との国際交流協定、地方自治

体においては姉妹都市協定などの締結が盛んになり、

学術、産業さらには文化、スポーツを通して幅広く交

流活動がなされている。バブル景気に支えられて大き

く経済成長した我が国は、これまで海外の開発途上諸

国への開発援助 (O D A ) を積極的に行って来ている。

この援助は産業振興資金的なものが大部分を占めるが

資金と共に人的援助が伴う場合も多く、近年は人材養

成や教育への協力がクローズアップされている。その

例はＪＩＣＡやユネスコなどの事業にみることができ、

海外の国々に派遣されている大学や企業の方々に会い、

その方々が技術を通しての国際交流の最先端にいるよ

うに思えたのはまだ記憶に新しい。

　国際交流は字のようにお互いの国を往来して交わる

ことが重要で一方通行ではいけないと思われる。しか

し両国間で技術、経済的に大きな差がある場合は一方

通行にならざるを得ないことも起こる。昔の日本はそ

うであったと思う。私がアメリカミシガン大学に留学

した 30余年前は日本からアメリカやヨーロッパに出

て行く方が圧倒的に多かったのである。向こうでは、

その頃でも留学生や研修生の宿舎やホームステイなど

の受け入れシステムができあがっていることに感心し

たのを思い出す。また、学校以外の日常生活がボラン

ティアの人々で支えられていることにも感心した。当

時キャンパス内には留学生とその家族を支援するイン

ターナショナルネイバーズ(International Neighbors)と

いうオフィスがあり、そこへ行けば何でも相談するこ

とができた。この組織は大学町であるアンナーバーの

婦人達が 1958 年に創立した非営利の国際交流ボラン

ティア団体で、今は 80数カ国から代表されるメンバ

ー約 1000 名に成長しているという。この国際交流団

体は「滞在中の外国人留学生に友交と支援をさしのべ､  

あらゆる国のものどうしの相互理解を促進する」こと

をモットーに、現在は、お茶飲み・談話、英会話、デ

ィスカッション、絵画、編み物、刺繍、切手収集、及

び特別相談のグループで活動が行われ、いずれも平和・

友交・相互の尊敬を求める心に国境はないという信念

のもとに、あらゆる国・民族の人々を歓迎している。

中でも特別相談係の役目である現地生活についての相

談と緊急時の救助手配は留学生及びその家族にとって

どれほど心強いものか経験したものにしか分からない

であろう。

　一方、留学生を受け入れる側の我が国をみると、一

般的に経費、宿舎などその体制は貧弱であり、とくに

ホームステイともなると、慣れないこともあってか十

分な数が得られないのが常で、ボランティアの数も不

足している。この問題は受入機関が自治体や市民グル

ープと連携を密にとることによりかなり改善されるの

ではないかと思われる。また、日本に留学を希望して

来る人々は専門分野を学ぶこと以外にもこの国の文化

や風習などにも接してみたい気持ちを持っていること

も確かであり、それに応えられるのはまさにボランテ

ィアの働きであるに違いない。

　なお、我が国の教育機関で行われる学術面の国際交

流はレベルが高く、本校にやって来る開発途上国の留

学生にとっては満足のいくものと思っている。しかし､

これからの21世紀は、私が経験したような留学生活を

送れる環境作りに遅まきながら努力することも必要で

はないだろうか。待遇や資金面も大切であるが、留学

生に対してボランティア精神をもって関わり、世話を

することは努力により可能であり、それが達成されて

名実共の国際交流といえるのではないかと考えている｡
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　ウィーン発パリ行き国際特急EC0 4 9 8モーツァルト

号は9月26日午後早くミュンヘン中央駅ホームヘ滑り

こんだ。ここはどん詰まり駅、運転手が座る先頭車両

の真正面が駅構内という構図だ。発車すると列車は今

度は最後尾車が先頭車になって、つまりしっぽが頭に

なって目的地へ向かって走りだす。ちょうど二昔前私

は２度ミュンヘンに来ている。それぞれ１週間ずつの

滞在だった。その時は留学地のドイツ南西部、もうス

イスとの国境の街ボーデン湖畔のコンスタンツからロ

ーカル急行で５時間かけてこの中央駅に着いた。とて

もがらんとした広い駅だという印象が残っている。こ

の日は人が多くて初めての駅のようでもあった。待ち

合わせ場所はインフオメイションの前だ。ミュンヘン

着の列車の時刻表が掲示してある。フランクフルト発

ミュンヘン直行の国内特急はもうかなり前に着いてい

る。

　やがて５S牛島祐亮、３S堀哲也両君が大きなリュッ

クサックを背にして現れた。直行ではなくフルダ経由

で来たという。二人は私の姿を見て随分ホッとした表

情だ。通称秋休み中の9月24日に日本を発ち25日にフ

ランクフルトのユースホステルで１泊していた。生ま

れて初めての外国異国の地しかも遠い遠いヨーロッパ

・ドイツだ。日ごろ学校で身近にいる人間の見慣れた

顔を見ると、まるで雪の降る寒い戸外から暖房のきい

た暖かい家の中へ入って温かい飲み物を口にしたとき

の気分がするものだ。早速雨模様の中、ヨーロッパの

雨は嵐でもないかぎりはやさしく濡れてる気分だが、予

定の行動に移る。400メートルほど歩いてカールスプ

ラッツの私が泊まるホテル・ケーニヒスホーフへ行く。

チェックインのフロントにはドイツに来て４カ月とい

う日本人ホテルマン研修生氏が現れていろいろ教えて

くれる。この人もこのホテルは日本人客はめったに来

ないとかで懐かしそうだった。牛島、堀両君の荷物も

私の部屋に置いてすぐ出かける。

　３時過ぎの遅い昼食をとる。ドイツにもマクドナル

ドがあった。腹が減っては戦はできぬ。本当は街に慣

れるためには地下鉄に乗る方がいい。時間がなかった。

ＢＭＷ博物館までタクシーに乗る。運転手とちょっと

したおしゃべりができるメリットはある。入場したの

が16時、17時が閉館だ。牛島、堀両君はビデオをま

わし続けの密度の濃いい見学となった。ここは自動車

好きのあなただったらたまらなく魅力的なところだ。

ＢＭＷの車が歴史的なことを中心に年代をおって１、

２、３階と展示されている。一番よい見方は、長いエ

スカレーターを３階まで上がり自動車、オートバイ、

飛行機エンジンなどおよそ100点の展示を見ながら螺

旋状のフロアを少しずつ下りる仕組みを活用すること

だ。隣の本社ビルは別名が「4気筒｣、シリンダーの形

だ。近くのオリンピックタワーと競演している。

　外に出てタクシーを探す。ドイツでは普通タクシー

スタンドからタクシーに乗る。流しを探すのは難しい。

雨の中場所を変えて数分手を挙げてやっと１台止まっ

てくれた。人口12 0万のミュンヘンにタクシースタン

ドは約50あると運転手氏が言う。Sonnenstrasse32の

三菱重工業ヨーロッパのミュンヘン支店を訪ねる。牛

島、堀両君のホームステイのお世話をしてくださった

中村支店長にご挨拶をする。みんなでイタリア料理を

ご馳走して頂く。

　日本とドイツ。人口は1億2千7 0 0万と8 2 0 0万、国

土の広さはたいして変わらない。明治維新のあと長い

間日本はドイツからたくさん学んだ。言わば兄貴分だ。

第２次世界大戦ではイタリアも含めて同盟して戦った。

散々なめにあった。戦後は両国とも廃墟から立ち上が

った。今では経済力は多少の陰りがあるとはいえ世界

のトップクラスだ。最高に豊かな国だ。時間当たりの

賃金：1位ドイツ－43.97マルク、5位日本－36.01マルク。
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年間労働時間：1位ドイツー1579時間、19位日本

1967時間。年間休暇日数；4位ドイツ30日、17位日

本11日（労働時間は1996年：”Das Jahrbuch Nr.1 Aktuell 

Harenberg Lexikon der Gegenwart '98”による。賃金

と休暇日数は1994年：「事典・現代のドイツ」［大修館

書店］による）。教育の面を見る。ドイツの学校は高

校までは午前中授業だ（せいぜい13時まで)。昼食は

帰宅してから家族と一緒に取る。宿題は出るが一日の

自由時間がたくさんある。高専生には多分いないが日

本の小中高生のかなりが塾通いだ。夜の街や駅に小中

高生の多いこと。

　「労働」と「教育」でこれだけ違う。日本とドイツ

は世界をリードするいろんな分野のレベルで肩を並べ

ている。昔コンスタンツで留学生仲間の日本人と話し

た。医学はどちらがすぐれているのか。同じレベルだ、

がおおかたの見解だった。ただし医学の基礎・土台を

ドイツは自分たちでこつこつ積み重ねてきている。日

本はそこはアメリカにおんぶされてきた。そこら当た

りが全然違うと。ミュンヘン中村支店長の話はこうだ。

ドイツは人材育成の面で学校と企業の連携が緊密でう

まくいっている。それが成功のポイントだと。４年制

の基礎学校（日本の小学校）終了後進路は３つに分か

れる。ギムナジウム（９年制）へ進めば大学へ行くこ

とになる。基幹学校〈５年制〉と実科学校（６年制）

に進めばそこを出た後は働きながら学ぶ。ちゃんと目

標がある。マイスターになることだ。マイスター制度

がドイツ製品の高品質を支えてきた。国家の資格試験

を受けながら徒弟から職人へ、職人からマイスターに

なる。そのことで高い技術力と経営能力を身につけ社

会的信頼を得てきた。ドイツのカレンダーの１週間は

月曜日に始まり日曜日に終わる。金曜の夕方から日曜

までが週末だ。ここにまとめて予定を書き込む。ある

大学生が自分たちの要求でカレンダーはこう変わった

と言っていた。ドイツ人の仕事の集中度は極めて高い。

働くときはよく働き、遊ぶときはよく遊ぶ。ヨーロッ

パ連合(EU)は現在15カ国、2年後には東ヨーロッパ

にウイングを伸ばし25カ国、やがて30カ国になる。

域内には５億人以上住むことになる。ドイツが地理的

にも人口（ドイツに次ぐイギリス・フランス・イタリ

アがおよそ5800万）の上からも経済的にも中心だ。

　ドイツ人は個性派だ。各国各地の個性を守りに守る

のはヨーロッパ人の共通の気質だ。他人と同じなのを

徹底的に嫌う。人と同じことをしていていったい人生

が面白いのだろうかと考える。自分のアイデンティテ

ィを強烈に求める。たくさんの民族がいるからかもし

れない。衣服もそうだ：イタリア・創造の喜び、フラ

ンス・知性の勝った小粋、ドイツ・ベルギー・オラン

ダ・重く質実野暮、ギリシャ・洗練されたいにしえ風

の民芸風、スペイン・大人びた艶、イギリス・格・ク

ラシック・イカす、といった具合だ。（岩波新書「ヨ

ーロッパの心」犬養道子著による）子育てのし方；ま

だ赤ちゃんの時から両親とは別の部屋に一人で寝かせ

る。始めは夜は暗くて赤ん坊はこわがって泣く。やが

て慣れる。自分も母親として辛かったとヨーロッパに

30年住むドイツ人がご主人の日本人女性が言ってい

た。この世の中で自分は一人きりの存在なのだという

意識はここから生まれる。人間は孤独なのだと心から思

う。しかしだからこそ逆に人にやさしくなれる。ヨー

ロッパに行ったたいていの日本人がそのやさしさ・し

んせつさに触れてほっとした思いをいだく。

　私は９月後半の２週間ヨーロッパ文化・ドイツ語圏

文化研究のためウィーンでは美術史美術館、自然史博

物館、産業技術博物館その他いくつも、ミュンヘンで

はＢＭＷ博物館、ドイツ博物館を訪れた。たいていど

こにも小学生ぐらいの子供たちが先生や親と一緒に見

学にきていた。展示物を模写しているグループがいた。

小グループの子供たちは今自分が見ているものについ

てかならず一言以上コメントしていた。子供でも自分

の考えをもっていてちゃんと口に出す。黙っていたら

頭の中身が空っぽだと思われるのが嫌なのだ。60年前
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の第２次世界大戦中同盟国の日本人をヒトラーは陰で

東洋の猿呼ばわりしていたと言う。確かに日本人は独

創力には乏しいが他人が発明したものをアレンジして

高性能のものを作ることには抜群の才能を示す。｢まね

ぶ」は「まなぶ」だからそれは悪いことではない。

　他人がするから自分もするという真似はどうだ。初

めはサッカーの選手から始まった。３年ぐらい前だっ

た。ある朝目が覚めて驚いた。いつの間にヨーロッパ

に来たのだ。私の回りに出没する人間は皆髪の毛がブ

ラウンだ。私の家族も通行人も学生もヤングや女姓は

同じような顔をして同じような茶色の頭だ。真正本物

の金髪ブロンド系の髪を比較的たくさん見慣れている

私にはどうも見劣りする。よくよく見たら目が黒い。

やっぱり日本人だった。昔の日本人は欧米人コンプレ

ックスがあった。今も色濃く残っているから真似てい

るのかな。昔の欧米の植民地の人たちだってこんな真

似をしただろうか。どうもアンバランスだ。日本人は

目が黒いから似合わないと家族に言った。聞き入れよ

うとしないのでほおっておいたが。流行だからそうし

ないと付き合いのうえで気まずいらしい。変身願望は

誰にでもある。変身したければ奇抜に個性的な服装を

したり心に仮面を被るほうがしゃれている。髪は大事

なからだの一部だ。自然のままが一番だよ。少々脱線

気味なので本線に戻す。

　翌日9月27日朝はまたも雨、濡れて歩くほどは細や

かでない雨の中を牛島、堀両君とイザール川の川中島

に建つスケールの大きなドイツ博物館へ向かう。世界

最大クラスの自然科学、工業技術博物館だ。楽器、写

真から天文学まで30の分野に分かれた展示物は合計

1万7000点。乗り物が充実していてライト兄弟が発明

した飛行機もある。世界最大のおもちゃばこだ。だっ

て実物大の展示物は何でも自分で触って実験が出来る

のだから。理系人間でなくてもとても1日では無理だ。

丹念に見れば３日はかかる。

　また来れるさと自分を納得させている表情の両君と

午後2時には博物館を出る。約束の3時より15分前に

三菱重工業ミュンヘン支店へ着く。中村支店長夫人と

社員の加賀谷さんが堀君のホームステイ先特許弁護士

トウーリさんの事務所へ市電で案内してくださる。ト

ウーリさんにご挨拶する。引き受けたからご安心をと

トウーリさん。牛島君はドイツ語で自己紹介して日本

語教師でもある加賀谷さんに褒められる。その後トウ

ーリさんが牛島君のホームステイ先のノイエピナコテ

ーク（美術館）の館長レンツさんの自宅へと連れて行

ってくださった。二人はその日の夕方・夜と翌28日

には、9月下旬から10月初旬までの16日間で世界中か

ら70 0万人がやって来る最大のビール祭りオクトーバ

ーフェストに連れて行ってもらったり、バイエルン州

立歌劇場のオペラ見学に招待されたり大変歓待された。

29日ホームステイ先に惜しまれながら辞去、日本人

には大人気のノイシュバインシュタイン城へと出発。

さらにレーゲンスブルクに寄りながら北上、ベルリン

へと二人旅を続けて10月6日無事元気で帰国した。

　私は二人をホームステイ先に託した後28日話には

聞いていたオクトーバーフェストへ参上。まだ昼前に

着いたのに６つのバイエルンのビール会社が建てたそ

れぞれ2000人入る仮設のビヤホールはどこも満杯だ

った。何カ所かで中には入ったがとうとう席は一つも

見つけることができない。ここまで来てあの１リッタ

ー入りのジョッキを手にできないとは情けないやら悔

しいやら。まあしかしここのウエイトレスたちの体格

のいいこと。170センチ以上はありがっしりしている。

大ジョッキを12のせたおぼん（ジョッキの重さも合

わせると15キロ）を一度に運び、酔っ払って暴れま

わる大男を外へ放りだすのだ。しかたなく小さな店で

やっと席を見つけてもちろん相席で0.5リッターグラ

スでの昼食と相成った。

　9月29日ホテルからミュンヘン空港までタクシーに

乗る。運転手は６つ言葉に通じていると言う。日本人

は黙ってただ笑うだけだが中国人は非常によくしゃべ

ってコミュニケイションが上手だそうだ。チロル地方

上空をチロル航空の双発プロペラ機でウィーンへ引き

返し、オーストリア航空機に乗り込む。機内はほとん

どが日本人乗客、ここはまだウィーンだというのに日

本気分が蔓延、いきなり緊張が飛んで行ってしまった。

日本時間9月30日朝関西空港に到着。乗り換えて福岡

着は昼でした。辛い経験をした時人間は思い出を大切

にして悲しむ能力が要るという。angenehm（英語・

pleasant）なことを経験した時は人間はどんな能力が

あればいいのだろう。
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　私は「図書館だより」NO.60（2001年 6月）の「こ

んな本がありますよ!!」に三冊の数学書を紹介した。

そのうちの一冊、高木貞治著「解析概論」についても

う少し詳しく述べよう。

　解析というのは微分や積分、およびそれらを発展さ

せた複素関数論や微分方程式等の分野である。数学に

は解析のほかに代数や幾何などの分野がある。

　この本は我々が大学生の頃、理科系教養課程（１、

２年）の者は誰もが読むべきものとされていた。それ

程権威のある本であったが、実際には途中で挫折する

者が多かった。私も初めは難しくてなかなか読めなか

った。しかし何度か先に進んだり後に帰ったりしてい

くうちに、なかなか魅力もあり、親切でもあると感じ

るようになった。論証が明快で、しかも興味を湧かせ

るように述べてあり、実に練りに練って書かれている

と思う。

　勿論、今でもわからない所は沢山あるし、全部を読

んだわけではない。後に必要に応じて所々読んだとき、

とても自分にはこんな考え方はできない、いつまでた

っても自分はこの本の水準に達していないと思い知ら

されることが多かった。

　形式的には、この本の大部分の内容は高専の教科書

に出て来る。最後の第九章ルベッグ積分を除くと、極

限や連続、微分、積分、複素関数、フーリエ級数等で、

４年生までの授業に一応出て来る事柄である。そうは

いっても諸君が読もうとすると、自分の知っている事

と相当な開きを感じるだろう。「すべて初めは難しい」

という諺の通り、第一章は難しい。従って全部を理解

できなくても先に進む方がよい。そして何度もそこに

帰ってみるとよい。

　ただ極限の定義には注目するべきだ。

とは、「任意の正数εが与えられたとき、それに対応

して一つの番号n0が、n ＞ n0 なるとき|α－an |＜ε

となるように定められる」こととある。また上と同様

にニ変数関数の極限が定義されているが、それを一変

数関数の極限に言いかえてみると、

とは、「ε＞0を任意に取るとき、それに対応してδ＞0

を定めて、|x－ a|＜0、x≠ aなるとき|f(x) －α|＜ε

ならしめること」となる。

　初めてこれを読んですぐ、なるほどと思う諸君は少

ないだろう。これはいわゆるイプシロン、デルタ式の

定義で、多くの理科系大学生を悩ませてきたものであ

る。無理をしなくてもよい。何度かこういう述べ方に

接していると、何週間、あるいは何ヶ月、場合によっ

ては一年以上たったとき、なるほどこれは極限をうま

く言い表したものだと思う時が来る。そして、今まで

ぼんやりとわかった積りだった事が明快に説明できる

ことに喜びを見出すだろう。たとえば

程度のことでも、イプシロン、デルタ式でこそ示すこ

とができよう。

　この本とともに、

　　溝畑茂著「数学解析」上、下（朝倉書店）

を読むと、いっそう解析学への興味が湧くだろう。

　就職や進学のための実利的な勉強だけでなく、長い

年月をかけて築かれた理論体系の学習に、若い一時期、

全力をあげて取り組むことが、後の人生を豊かにする

と信じている。
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一般理科　　　矢　谷　良　幸

高木貞治著『解析概論』
(岩波書店刊)
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請求記号 タ　　　イ　　　ト　　　ル 著　編　者 発　行　所

219¦¦F¦¦11(20-3) 福岡県史近世史料編 20-3 : 細川小倉藩 3  西日本文化協会編 福岡県

361¦¦M¦¦31 ﾒﾃﾞｨｱと情報が変える現代社会  白石義郎編 九州大学出版会

379¦¦K¦¦5(20) 久留米大学公開講座 20 : ﾒﾃﾞｨｱと情報が変える現代社会 白石義郎編 九州大学出版会

379¦¦K¦¦5(21) 久留米大学公開講座 21 : 共に生きるための医療 福田勝洋､佐川公矯編 九州大学出版会

490¦¦T¦¦6 共に生きるための医療  福田勝洋､佐川公矯編 九州大学出版会

529¦¦K¦¦1 ｲﾝﾃﾘｱ学辞典  小原二郎ほか編著 壁装材料協会

請求記号 タ　　　イ　　　ト　　　ル 著　編　者 発　行　所

007¦¦Z-I¦¦1 まるごと図解 最新IT用語がわかる  IT用語研究会著 技術評論社

007¦¦Z-K¦¦2 まるごと図解 最新ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向がわかる  河合昭男著 技術評論社

007¦¦Z-M¦¦3 これで安心BIOSの仕組み･設定･ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ  松永融著 技術評論社

007¦¦Z-M¦¦4 図解雑学 ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ  ﾒﾃﾞｨｱﾐｯｸｽ･ﾌﾟﾘｼﾞｪｸﾄ著 ﾅﾂﾒ社

007¦¦Z-N¦¦1 図解雑学 Java  中山真敬著 ﾅﾂﾒ社

007¦¦Z-N¦¦2 図解雑学 UNIX  西川猛史著 ﾅﾂﾒ社

007¦¦Z-O¦¦5 まるごと図解 最新SQLがわかる  小野姪[ほか]著 技術評論社

007¦¦Z-O¦¦6 図解雑学 ﾊﾟｿｺﾝ  岡村友之著 ﾅﾂﾒ社

025¦¦Z-B¦¦1(`02) ﾌﾞｯｸﾍﾟｰｼﾞ 本の年鑑 2002  ﾌﾞｯｸﾍﾟｰｼﾞ刊行会

059¦¦B¦¦1('02) ﾌﾞﾘﾀﾆｶ国際年鑑 2002年版  ﾃｨﾋﾞｰｴｽ･ﾌﾞﾘﾀﾆｶ年鑑

080¦¦A¦¦1(27) あじあﾌﾞｯｸｽ 027 : 山の民水辺の神々  大林太良著 大修館書店

080¦¦A¦¦1(28) あじあﾌﾞｯｸｽ 028 : 道教の経典を読む  増尾信一郎､丸山宏編 大修館書店

080¦¦A¦¦1(31) あじあﾌﾞｯｸｽ 031 : 毒薬は口に苦し  川原秀城著 大修館書店

080¦¦A¦¦1(32) あじあﾌﾞｯｸｽ 032 : 中国の年画  樋田直人著 大修館書店

080¦¦A¦¦1(34) あじあﾌﾞｯｸｽ 034 : 風水と身体  加納善光著 大修館書店

080¦¦A¦¦1(35) あじあﾌﾞｯｸｽ 035 : 中国科学幻想文学館 上  武田雅哉､林久之著 大修館書店

080¦¦A¦¦1(36) あじあﾌﾞｯｸｽ 036 : 中国科学幻想文学館 下  武田雅哉､林久之著 大修館書店

080¦¦A¦¦1(38) あじあﾌﾞｯｸｽ 038 : 中国の呪術  松本浩一著 大修館書店

080¦¦T¦¦1(701) 東洋文庫 701 : 日本談義集  周作人著 平凡社

080¦¦T¦¦1(702) 東洋文庫 702 : ﾊﾟﾝｼﾞｬｰﾌﾞ生活文化誌,ﾁｼｭﾃｨｰの形見 N.Ａ.ﾁｼｭﾃｨｰ[著] 平凡社

080¦¦T¦¦1(703) 東洋文庫 703 : 宗教詩ﾋﾞｰｼﾞｬｸ,ｲﾝﾄﾞ中世民衆思想の精髄 ｶﾋﾞｰﾙ[著] 平凡社

080¦¦T¦¦1(704) 東洋文庫 704 : 大旅行記 7  ｲﾌﾞﾝ･ﾊﾞｯﾄゥｰﾀ[著] 平凡社

080¦¦T¦¦3 東洋文庫ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ  平凡社東洋文庫編集部編 平凡社

081¦¦T¦¦1(700) 東洋文庫 700 : 鏡の国の孫悟空,西遊補  董若雨[著] 平凡社

116¦¦T¦¦3 論理学をつくる  戸田山和久著 名古屋大学出版会

141¦¦M¦¦18 聴覚心理学概論  B.C.J.ﾑｰｱ著 誠信書房

210¦¦N¦¦67(00) 日本の歴史 00 : ｢日本｣とは何か  網野善彦著 講談社

210¦¦N¦¦67(02) 日本の歴史 02 : 王権誕生  寺沢薫著 講談社

210¦¦N¦¦67(03) 日本の歴史 03 : 大王から天皇へ  熊谷公男著 講談社

210¦¦N¦¦67(04) 日本の歴史 04 : 平城京と木簡の世紀  渡辺晃宏著 講談社

210¦¦N¦¦67(05) 日本の歴史 05 : 律令国家の転換と｢日本｣  坂上康俊著 講談社

210¦¦N¦¦67(06) 日本の歴史 06 : 道長と宮廷社会  大津透著 講談社

210¦¦N¦¦67(07) 日本の歴史 07 : 武士の成長と院政  下向井龍彦著 講談社

210¦¦N¦¦67(08) 日本の歴史 08 : 古代天皇制を考える  大津透[ほか］著 講談社

210¦¦N¦¦67(09) 日本の歴史 09 : 頼朝の天下草創  山本幸司著 講談社

210¦¦N¦¦67(10) 日本の歴史 10 : 蒙古襲来と徳政令  筧雅博著 講談社

210¦¦N¦¦67(11) 日本の歴史 11 : 太平記の時代  新田一郎著 講談社

210¦¦N¦¦67(12) 日本の歴史 12 : 室町人の精神  桜井英治著 講談社

                              －7－
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請求記号 タ　　　イ　　　ト　　　ル 著　編　者 発　行　所
210¦¦N¦¦67(13) 日本の歴史 13 : 一揆と戦国大名  久留島典子著 講談社

210¦¦N¦¦67(14) 日本の歴史 14 : 周縁から見た中世日本  大石直正[ほか］著 講談社

210¦¦N¦¦67(15) 日本の歴史 15 : 織豊政権と江戸幕府  池上裕子著 講談社

210¦¦N¦¦67(16) 日本の歴史 16 : 天下泰平  横田冬彦著 講談社

210¦¦N¦¦67(17) 日本の歴史 17 : 成熟する江戸  吉田伸之著 講談社

210¦¦N¦¦67(18) 日本の歴史 18 : 開国と幕末変革  井上勝生著 講談社

210¦¦N¦¦67(19) 日本の歴史 19 : 文明としての江戸ｼｽﾃﾑ  鬼頭宏[著] 講談社

210¦¦N¦¦67(20) 日本の歴史 20 : 維新の構想と展開  鈴木淳著 講談社

210¦¦N¦¦67(21) 日本の歴史 21 : 明治人の力量  佐々木隆著 講談社

210¦¦N¦¦67(22) 日本の歴史 22 : 政党政治と天皇 伊藤之雄著 講談社

222¦¦L¦¦4 図説三国志の世界  劉[ｳｪｲ]編著 大修館書店

226¦¦I¦¦1 岩波ｲｽﾗｰﾑ辞典  大塚和夫[ほか]編 岩波書店

281¦¦J¦¦1(232) 人物叢書 232 : 高杉晋作  梅溪昇著 吉川弘文館

290¦¦Y¦¦4 気候地名集成  吉野正敏著 古今書院

291¦¦N¦¦14(13) 日本歴史地名大系 13 : 東京都の地名  平凡社地方資料ｾﾝﾀｰ編 平凡社

319¦¦Z-K¦¦1 東北ｱｼﾞｱ共同の家をめざして  姜尚中著 平凡社

329¦¦Z-U¦¦1 ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸNGO  馬橋憲男､斎藤千宏編著 明石書店

351¦¦Z-N¦¦1('02) 日本国勢図会 2002/2003年版第60版  矢野恒太記念会編 国勢社

351¦¦Z-N¦¦1(2002) 世界国勢図会 2002/03年版 矢野恒太記念会編 国勢社

369¦¦I¦¦37 音の福祉工学  伊福部達著 ｺﾛﾅ社

383¦¦Z-F¦¦1 ﾈｸﾀｲの数学 (新潮OH!文庫 097)  ﾄﾏｽ･ﾌｨﾝｸ, ﾖﾝ･ﾏｵ[著] 新潮社

400¦¦M¦¦1 自然科学への招待,宇宙･物質･生命の科学  前田坦著 培風館

407¦¦D¦¦2 はじめての科学英語論文 第2版  Robert A. Day[著] 丸善

407¦¦Z-K¦¦1 研究力  有馬朗人監修 東京図書

410¦¦F¦¦24 天才の栄光と挫折,数学者列伝  藤原正彦著 新潮社

410¦¦K¦¦123 なっとくする数学記号  黒木哲徳著 講談社

410¦¦S¦¦166 数学,教えるﾋﾝﾄ, 学ぶﾋﾝﾄ 2  志賀浩二著 日本評論社

410¦¦U¦¦18(1) 現代数学の土壌,数学をささえる基本概念  上野健爾[ほか]編 日本評論社

410¦¦W¦¦19 計算数学  和田秀男著 朝倉書店

412¦¦F¦¦26 16歳のｾｱﾗが挑んだ世界最強の暗号  ｾｱﾗ･ﾌﾗﾅﾘｰ, ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄ･ﾌﾗﾅﾘｰ著 日本放送出版協会

420¦¦C¦¦11 物理学汎論,物理の考え方  近角聰信著 培風館

421¦¦O¦¦16 基礎科学のための数学的手法  小田垣田孝著 裳華房

423¦¦H¦¦30 力学 (物理学の基礎 1)  D. ﾊﾘﾃﾞｨ[ほか]著 培風館

426¦¦T¦¦21 熱力学,現代的な視点から  田崎清明著 培風館

427¦¦T¦¦67 ﾌﾟﾗｽﾞﾏ理工学入門  高村秀一著 森北出版

428¦¦H¦¦36 材料の物性  兵藤申一､神谷武志著 朝倉書店

428¦¦K¦¦59 物性論,固体を中心とした  黒沢達美著 裳華房

428¦¦T¦¦19 物性工学の基礎  田中哲郎著 朝倉書店

430¦¦D¦¦12 生活を中心とした化学15講  大学自然科学教育研究会編著 東京教学社

430¦¦I¦¦48 材料からみた化学  今井弘､浦上忠､辰巳正和共著 培風館

430¦¦O¦¦16 新版 化学,｢もの｣をみる目  大野惇吉[ほか]著 三共出版

430¦¦S¦¦79 化学と物質の機能性  杉森彰著 丸善

430¦¦U¦¦8 化学の世界  上田豊甫著 共立出版

430¦¦Y¦¦56 目でみる化学 改訂版  山本和正[ほか]共著 培風館

431¦¦P¦¦20 化学結合,その量子論的理解  G. C. Pimentel, R. D. Spretley著 東京化学同人

431¦¦S¦¦88 立体化学  芝哲夫著 化学同人

431¦¦S¦¦89 立体化学  芝哲夫著 化学同人

431¦¦W¦¦8 化学入門,物理化学を中心として  若尾慎二郎[ほか]著 東海大学出版会

431¦¦Y¦¦49 分子軌道法をどう理解するか 第2版  吉田政幸著 東京化学同人

431¦¦Y¦¦50 分子軌道法をどう理解するか 第2版  吉田政幸著 東京化学同人

433¦¦T¦¦56 分析化学演習  田中稔[ほか]共著 三共出版

433¦¦T¦¦57 分析化学演習  田中稔[ほか]共著 三共出版

437¦¦S¦¦26 有機反応機構 第5版  Peter Sykes著 東京化学同人

437¦¦S¦¦27 有機反応機構 第5版  Peter Sykes著 東京化学同人

463¦¦H¦¦1 分子細胞工学  芳賀信幸著 ｺﾛﾅ社
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請求記号 タ　　　イ　　　ト　　　ル 著　編　者 発　行　所

501¦¦A¦¦70 振動工学概論  明石一著 共立出版

501¦¦B¦¦28(1) 材料科学 1 : 材料の微視的構造  C. R. ﾊﾞﾚｯﾄ[ほか]著 培風館

501¦¦B¦¦28(2) 材料科学 2 : 材料の強度特性  C. R. ﾊﾞﾚｯﾄ[ほか]著 培風館

501¦¦O¦¦120 材料工学の基礎  大西忠一[ほか]著 朝倉書店

501¦¦S¦¦243 ﾎﾟｲﾝﾄを学ぶ振動工学  鈴木浩平編著 丸善

501¦¦Y¦¦109 機能性材料科学  安田源[ほか]著 朝倉書店

501¦¦Z-A¦¦1 構造力学問題集 第2版  赤木知之、色部誠共著 森北出版

507¦¦Z-G¦¦1 実学の超研究術,ﾋﾞｼﾞﾈｽをつくる未来をつくる  有馬朗人監修 東京図書

508¦¦I¦¦3(S-1) 岩波講座現代工学の基礎 14 : <設計系 1> 人工物の構造と特性     中島尚正著 岩波書店

508¦¦I¦¦3(Z-5) 岩波講座現代工学の基礎 14 : <材料系 5> 無機材料 岸輝雄、桑原誠著 岩波書店

509¦¦K¦¦67 町工場･ｽ-ﾊﾟ-なものづくり  小関智弘著 筑摩書房

519¦¦Y¦¦5 環境資源と工学  横山孝男[ほか]著 朝倉書店

530¦¦M¦¦18 新版 道具と機械の本,てこからｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰまで  ﾃﾞﾋﾞｯﾄ・ﾏｺｰﾚｲ[著］ 岩波書店

531¦¦K¦¦254 Mathematicaによるﾒｶﾆｽﾞﾑ  小峯龍男著 東京電機大学出版局

531¦¦K¦¦255 機械実用力学,実際問題のﾓﾃﾞﾙ化と解法  國枝正春著 理工学社

531¦¦S¦¦183 機械力学,基礎と応用  清水信行[ほか］著 共立出版

531¦¦W¦¦44 機械力学 改訂版  亘理厚著 共立出版

531¦¦Z¦¦7 材料科学への招待,新しい視点に立って  入戸野修編 培風館

534¦¦U¦¦49 小型風車ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ  牛山泉､三野正洋共著 ﾊﾟﾜｰ社

535¦¦N¦¦9 やさしい精密工学,高精度化のための公理･原理  中沢弘著 工業調査会

535¦¦Z-T¦¦1 図解でわかるｾﾝｻｰのはなし  谷腰欣司著 日本実業出版社

540¦¦F¦¦25 機械系の電気工学  深野あづさ著 ｺﾛﾅ社

541¦¦I¦¦52 図解電気回路のしくみ  稲見辰夫著 日本実業出版社

542¦¦F¦¦15 電動力応用工学  藤田宏著 森北出版

542¦¦T¦¦92 図解ﾓｰﾀｰのしくみ  谷腰欣司著 日本実業出版社

542¦¦Z-K¦¦1 実験とｼﾐｭﾚｰｼｮﾝで学ぶﾓｰﾀ制御  見城尚志[ほか]著 日刊工業新聞社

545¦¦S¦¦34 大学課程 照明工学 新版  照明学会編 ｵｰﾑ社

545¦¦S¦¦35 大学課程 照明工学 新版  照明学会編 ｵｰﾑ社

545¦¦S¦¦36 大学課程 照明工学 新版  照明学会編 ｵｰﾑ社

545¦¦S¦¦37 大学課程 照明工学 新版  照明学会編 ｵｰﾑ社

545¦¦S¦¦38 大学課程 照明工学 新版  照明学会編 ｵｰﾑ社

545¦¦S¦¦39 大学課程 照明工学 新版  照明学会編 ｵｰﾑ社

545¦¦S¦¦40 大学課程 照明工学 新版  照明学会編 ｵｰﾑ社

545¦¦S¦¦41 大学課程 照明工学 新版  照明学会編 ｵｰﾑ社

545¦¦S¦¦42 大学課程 照明工学 新版  照明学会編 ｵｰﾑ社

545¦¦S¦¦43 大学課程 照明工学 新版  照明学会編 ｵｰﾑ社

547¦¦K¦¦41 例題で学ぶﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ信号処理  金城繁徳、尾知博共著 ｺﾛﾅ社

547¦¦Z-F¦¦1 まるごと図解 最新ﾄﾞｯﾄﾈｯﾄがわかる  古山一夫著 技術評論社

547¦¦Z-F¦¦2 まるごと図解 最新ｻｰﾊﾞｻｲﾄﾞJavaがわかる  藤田一郎著 技術評論社

547¦¦Z-I¦¦4 まるごと図解 最新ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ通信がわかる  猪口修道著 技術評論社

547¦¦Z-I¦¦5 図解雑学 通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ  伊藤幸夫著 ﾅﾂﾒ社

547¦¦Z-N¦¦1 まるごと図解 最新Webｻｰﾋﾞｽがわかる  日本ｱｲ･ﾋﾞｰ･ｴﾑjStartﾁｰﾑ著 技術評論社

547¦¦Z-O¦¦3 図解雑学 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ  岡村友之著 ﾅﾂﾒ社

547¦¦Z-S¦¦3 ｲﾗｽﾄ･図解 LANのしくみがわかる本 改訂版  斉藤孝著 技術評論社

547¦¦Z-S¦¦4 ｲﾗｽﾄ･図解 ｻｰﾊﾞのしくみがわかる本  斉藤孝著 技術評論社

547¦¦Z-Y¦¦1 図解雑学 TCP/IP  ﾕﾆｿﾞﾝ著 ﾅﾂﾒ社

547¦¦Z-Y¦¦2 図解雑学 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞのしくみ  ﾕﾆｿﾞﾝ著 ﾅﾂﾒ社

547¦¦Z-Y¦¦3 図解雑学 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｾｷｭﾘﾃｨ  ﾕﾆｿﾞﾝ著 ﾅﾂﾒ社

548¦¦Z-Y¦¦1 図解雑学 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像処理  山田宏尚著 ﾅﾂﾒ社

549¦¦I¦¦176 電子部品のしくみ  稲見辰夫、稲見昌彦著 日本実業出版社

549¦¦M¦¦285 基礎ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ  宮入庄太著 丸善

549¦¦N¦¦169 わかりやすい液晶のはなし  那野比古著 日本実業出版社

549¦¦O¦¦182 絵でわかる半導体とIC  岡部洋一著 日本実業出版社

549¦¦T¦¦272 半導体の科学とその応用  豊田太郎著 裳華房

549¦¦Z-K¦¦1 図解でわかる電子回路  菊地正典著 日本実業出版社

549¦¦Z-M¦¦1 ｲﾗｽﾄ･図解 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ回路のしくみがわかる本  宮井幸男[ほか]著 技術評論社
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570¦¦Y¦¦20 ｸﾞﾘｰﾝ･ｹﾐｽﾄﾘｰ,ｾﾞﾛ･ｴﾐｯｼｮﾝの化学をめざして  吉村忠与志[ほか]著 三共出版

570¦¦Y¦¦21 ｸﾞﾘｰﾝ･ｹﾐｽﾄﾘｰ,ｾﾞﾛ･ｴﾐｯｼｮﾝの化学をめざして  吉村忠与志[ほか]著 三共出版

588¦¦O¦¦3 微生物とその利用  緒方靖哉編著 ｺﾛﾅ社

670¦¦Z-F¦¦3 国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語と実務  藤田榮一著 英潮社

674¦¦Z-Y¦¦1 まるごと図解 最新ﾈｯﾄ&ｹｰﾀｲ広告がわかる  柳沢安慶､松本洋志著 技術評論社

685¦¦Z-J¦¦1 自転車は街を救う  水色の自転車の会編 新評論

694¦¦Z-K¦¦1 図解雑学 iﾓｰﾄﾞ  小島邦男著 ﾅﾂﾒ社

757¦¦S¦¦2(1) ﾃﾞｻﾞｲﾝのはなし 1  佐藤方彦編著 技報堂出版

757¦¦S¦¦2(2) ﾃﾞｻﾞｲﾝのはなし 2  佐藤方彦編著 技報堂出版

774¦¦U¦¦2 新世紀の歌舞伎俳優たち  上村以和於著 三月書房

783¦¦Z-K¦¦1 ｲﾁﾛｰ･ｵﾝ･ｲﾁﾛｰ,Interview special edition  ｲﾁﾛｰ［著]、小松成美著 新潮社

816¦¦S¦¦8 これから論文を書く若者のために  酒井聡樹著 共立出版

816¦¦Z-S¦¦1 評価される博士･修士･卒業論文の書き方･考え方 新堀聰著 同文館出版

816¦¦Z-S¦¦2 評価される博士･修士･卒業論文の書き方･考え方 新堀聰著 同文館出版

901¦¦S¦¦1 詩のささげもの  宗左近著 新潮社

910¦¦K¦¦75 ﾍﾟﾝﾈｰﾑの由来事典  喜田順一郎著 東京堂出版

913¦¦O¦¦74 生きる  乙川優三郎著 文藝春秋

913¦¦Y¦¦89 ﾊﾟｰｸ･ﾗｲﾌ 吉田修一著 文藝春秋

958¦¦S¦¦1(6) ｾﾘｰﾇの作品 6 : ﾉﾙﾏﾝｽ,またの日の夢物語II  L.F.ｾﾘｰﾇ著 国書刊行会

B-B¦¦B¦¦1363 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1363 : 新･分子生物学入門  丸山工作著 講談社

B-B¦¦B¦¦1364 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1364 : 理系のための英語論文執筆ｶﾞｲﾄﾞ 原田豊太郎著 講談社

B-B¦¦B¦¦1365 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1365 : 植物はなぜ5000年も生きるのか 鈴木英治著 講談社

B-B¦¦B¦¦1366 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1366 : これを英語で言えますか? 数学版 保江邦男著 講談社

B-B¦¦B¦¦1367 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1367 : 電気発見物語  藤村哲夫著 講談社

B-B¦¦B¦¦1368 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1368 : 論理ﾊﾟｽﾞﾙ｢出しっこ問題｣傑作選 小野田博一著 講談社

B-B¦¦B¦¦1369 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1369 : はじめてのOR  斉藤芳正著 講談社

B-B¦¦B¦¦1370 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1370 : ｢健康常識｣ｳｿ･ﾎﾝﾄ55  前野一雄著 講談社

B-B¦¦B¦¦1371 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1371 : ﾊﾟｿｺﾝ活用3日でわかる･使える統計学 新村秀一著 講談社

B-B¦¦B¦¦1372 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1372 : 数学にときめく,あの日の授業に戻れたら 新井紀子著、ﾑｷﾞ畑編 講談社

B-B¦¦B¦¦1373 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1373 : この日なんの日科学366日事典 ﾌﾚｱ情報研究会編著 講談社

B-B¦¦B¦¦1374 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1374 : お話･数学基礎論  八杉満利子、林晋著 講談社

B-B¦¦B¦¦1375 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1375 : 実践量子化学入門  平山令明著 講談社

B-B¦¦B¦¦1376 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1376 : ﾍﾟｯﾄ溺愛が生む病気  荒島康友著 講談社

B-B¦¦B¦¦1377 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1377 : 超々難問数理ﾊﾟｽﾞﾙ  芦ヶ原伸之著 講談社

B-B¦¦B¦¦1378 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1378 : 宇宙核物理学入門 谷畑勇夫著 講談社

B-B¦¦B¦¦1379 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1379 : 小事典暮らしの水 建築設備技術者協会編 講談社

B-B¦¦B¦¦1380 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1380 : 新装版 四次元の世界 都築卓司著 講談社

B-B¦¦B¦¦1381 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1381 : 新装版 ﾊﾟｽﾞﾙ･物理入門 都築卓司著 講談社

B-B¦¦B¦¦1382 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1382 : 霊はあるか : 科学の視点から 安斎育郎著 講談社

B-B¦¦B¦¦1383 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1383 : 高校数学でわかるﾏｸｽｳｪﾙ方程式 竹内淳著 講談社

B-B¦¦B¦¦1384 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1384 : 新版 ﾏｯｸｽｳｪﾙの悪魔 : 確率から物理学へ 都築卓司著 講談社

B-B¦¦B¦¦1385 ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ 1385 : 新版 不確定性原理 : 運命への挑戦 都築卓司著 講談社

B-K¦¦849¦¦ 文庫ｸｾｼﾞｭ 849 : 博物館学への招待  ﾘｭｯｸ･ﾌﾞﾉﾜ著 白水社

B-K¦¦850¦¦ 文庫ｸｾｼﾞｭ 850 : 中世ｲﾀﾘｱ絵画  ﾌﾗﾝｿﾜｰｽﾞ･ﾙﾛｳ著 白水社

B-K¦¦851¦¦ 文庫ｸｾｼﾞｭ 851 : 芸術哲学入門  ｼﾞｬﾝ･ﾗｺｽﾄ著 白水社

B-K¦¦852¦¦ 文庫ｸｾｼﾞｭ 852 : 二十世紀の建築  ｼﾞｪﾗｰﾙ･ﾓﾆｴ著 白水社

B-K¦¦853¦¦ 文庫ｸｾｼﾞｭ 853 : ﾊﾟﾘの歴史[新版]  ｲｳﾞｧﾝ・ｺﾝﾎﾞｰ著 白水社

B-K¦¦854¦¦ 文庫ｸｾｼﾞｭ 854 : 子どもの絵の心理学入門 ﾌﾘｯﾌﾟ･ﾜﾛﾝ著 白水社

chu¦¦1630¦¦ 中公新書 1630 : 父親力,母子密着型子育てからの脱出 正高信男著 中央公論新社

chu¦¦1631¦¦ 中公新書 1631 : 大学は生まれ変われるか  喜多村和之著 中央公論新社

chu¦¦1632¦¦ 中公新書 1632 : 痛みの治療  後藤文夫著 中央公論新社

chu¦¦1633¦¦ 中公新書 1633 : ﾉｰﾍﾞﾙ賞の100年  馬場錬成著 中央公論新社
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chu¦¦1634¦¦ 中公新書 1634 : ﾌﾗﾝｽ歳時記  鹿島茂著 中央公論新社

chu¦¦1635¦¦ 中公新書 1635 : 物語ｽﾍﾟｲﾝの歴史  岩根圀和著 中央公論新社

chu¦¦1636¦¦ 中公新書 1636 : ｵｰﾗﾙ･ﾋｽﾄﾘｰ  御厨貴著 中央公論新社

chu¦¦1637¦¦ 中公新書 1637 : ｲｷﾞﾘｽ式結婚狂想曲  岩田託子著 中央公論新社

chu¦¦1638¦¦ 中公新書 1638 : 胎児の複合汚染  森千里著 中央公論新社

chu¦¦1639¦¦ 中公新書 1639 : ﾃﾛ,現代暴力論  加藤朗著 中央公論新社

chu¦¦1640¦¦ 中公新書 1640 : 海外ｺﾘｱﾝ,ﾊﾟﾜｰの源泉に迫る  朴三石著 中央公論新社

chu¦¦1641¦¦ 中公新書 1641 : 虫たちの生き残り戦略  安富和男著 中央公論新社

chu¦¦1642¦¦ 中公新書 1642 : 水戸光圀語録,生きつづける合理的精神 鈴木一夫著 中央公論新社

chu¦¦1643¦¦ 中公新書 1643 : 学習障害(LD),理解とｻﾎﾟｰﾄのために 柘植雅義著 中央公論新社

chu¦¦1644¦¦ 中公新書 1644 : ﾊﾜｲの歴史と文化,悲劇と誇りのﾓｻﾞｲｸの中で 矢口祐人著 中央公論新社

chu¦¦1645¦¦ 中公新書 1645 : ｶｴﾙ,水辺の隣人  松井正文著 中央公論新社

chu¦¦1646¦¦ 中公新書 1646 : 人口減少社会の設計,幸福な未来への経済学 松谷明彦著 中央公論新社

chu¦¦1647¦¦ 中公新書 1647 : 言語の脳科学  酒井邦嘉著 中央公論新社

chu¦¦1648¦¦ 中公新書 1648 : 入門環境経済学  日引聡、有村俊秀著 中央公論新社

chu¦¦1649¦¦ 中公新書 1649 : 霞ｹ関歴史散歩  宮田章著 中央公論新社

chu¦¦1650¦¦ 中公新書 1650 : 韓国大統領列伝  池東旭著 中央公論新社

chu¦¦1651¦¦ 中公新書 1651 : ﾒｶﾞﾊﾞﾝｸの誤算  箭内昇著 中央公論新社

chu¦¦1652¦¦ 中公新書 1652 : 中国第三の革命 朱建栄著 中央公論新社

chu¦¦1653¦¦ 中公新書 1653 : 代替医療 蒲原聖司著 中央公論新社

chu¦¦1654¦¦ 中公新書 1654 : ｶﾗｰ版 極限に生きる植物 増沢武弘著 中央公論新社

chu¦¦1655¦¦ 中公新書 1655 : 物語ｳｸﾗｲﾅの歴史 黒川祐次著 中央公論新社

chu¦¦1656¦¦ 中公新書 1656 : 詩歌の森へ 芳賀徹著 中央公論新社

chu¦¦1657¦¦ 中公新書 1657 : 地域再生の経済学 神野直彦著 中央公論新社

chu¦¦1658¦¦ 中公新書 1658 : 戦略的思考の技術 梶井厚志著 中央公論新社

chu¦¦1659¦¦ 中公新書 1659 : 心の起源 木下清一郎著 中央公論新社

chu¦¦1660¦¦ 中公新書 1660 : 物語ｲﾗﾝの歴史 宮田律著 中央公論新社

chu¦¦1661¦¦ 中公新書 1661 : こころの作法 山折哲雄著 中央公論新社

CK-B¦¦あ¦¦26-4 ちくま文庫 あ-26-4 : 活字の人さらい  嵐山光三郎著 筑摩書房

CK-B¦¦あ¦¦31-2 ちくま文庫 あ-31-2 : 極道者  青山光二著 筑摩書房

CK-B¦¦あ¦¦33-1 ちくま文庫 あ-33-1 : 科学と非科学の間  安斎育郎著 筑摩書房

CK-B¦¦い¦¦45-5 ちくま文庫 い-45-5 : やくざ外伝柳川組二代目 猪瀬健治著 筑摩書房

CK-B¦¦う¦¦23-1 ちくま文庫 う-23-1 : 自分らしさを愛せる女､愛せない女 海原純子著 筑摩書房

CK-B¦¦か¦¦3-11 ちくま文庫 か-3-11 : 東京おもひで草  川本三郎著 筑摩書房

CK-B¦¦か¦¦35-6 ちくま文庫 か-35-6 : 小酒井不木集,恋愛曲線  小酒井不木著 筑摩書房

CK-B¦¦か¦¦35-7 ちくま文庫 か-35-7 : 渡辺啓助集,地獄横丁  渡辺啓助著 筑摩書房

CK-B¦¦か¦¦35-8 ちくま文庫 か-35-8 : 水谷準集,お･それ･みを  水谷準著 筑摩書房

CK-B¦¦か¦¦35-9 ちくま文庫 か-35-9 : 佐藤春夫集,夢を築く人々 佐藤春夫著 筑摩書房

CK-B¦¦か¦¦38-1 ちくま文庫 か-38-1 : かづきれいこのいきいきﾒｲｸ かづきれいこ著 筑摩書房

CK-B¦¦か¦¦39-1 ちくま文庫 か-39-1 : 大正時代の身の上相談  ｶﾀﾛｸﾞﾊｳｽ編 筑摩書房

CK-B¦¦か¦¦40-1 ちくま文庫 か-40-1 : ﾄﾝﾃﾞﾓ一行知識の世界  唐沢俊一著 筑摩書房

CK-B¦¦き¦¦14-1 ちくま文庫 き-14-1 : 赤線跡を歩く,消えゆく夢の街を訪ねて 木村聡著 筑摩書房

CK-B¦¦こ¦¦21-1 ちくま文庫 こ-21-1 : 志ん朝の風流入門  古今亭志ん朝､齋藤明著 筑摩書房

CK-B¦¦こ¦¦22-1 ちくま文庫 こ-22-1 : まるごとﾅｰｽ,看護婦さんのお仕事 小林光恵､片野裕美著 筑摩書房

CK-B¦¦こ¦¦4-18 ちくま文庫 こ-4-18 : 私説東京繁昌記  小林信彦､荒木経惟著 筑摩書房

CK-B¦¦こ¦¦5-20 ちくま文庫 こ-5-20 : 禁演落語  小島貞二編著 筑摩書房

CK-B¦¦さ¦¦14-5 ちくま文庫 さ-14-5 : 人を覗にいく  佐野眞一著 筑摩書房

CK-B¦¦し¦¦10-10 ちくま文庫 し-10-10 : ｼｪｲｸｽﾋﾟｱ全集 10 ; ｳﾞｪﾆｽの商人 [ｼｪｲｸｽﾋﾟｱ著] 筑摩書房

CK-B¦¦し¦¦18-1 ちくま文庫 し-18-1 : 清水ちなみ改造講座  清水ちなみ著 筑摩書房

CK-B¦¦た¦¦23-6 ちくま文庫 た-23-6 : 嫌妻権  田辺聖子著 筑摩書房

CK-B¦¦た¦¦37-2 ちくま文庫 た-37-2 : 水滸伝の世界  高島俊男著 筑摩書房

CK-B¦¦た¦¦39-1 ちくま文庫 た-39-1 : 微生物がいっぱい  田口文章､長谷川勝重著 筑摩書房

CK-B¦¦た¦¦40-1 ちくま文庫 た-40-1 : 味覚日乗  辰巳芳子著 筑摩書房

CK-B¦¦た¦¦41-2 ちくま文庫 た-41-2 : 旅 (田中小実昌ｴｯｾｲ･ｺﾚｸｼｮﾝ2) 田中小実昌著 筑摩書房

CK-B¦¦た¦¦41-3 ちくま文庫 た-41-3 : 映画(田中小実昌ｴｯｾｲ･ｺﾚｸｼｮﾝ3) 田中小実昌著 筑摩書房

CK-B¦¦た¦¦42-1 ちくま文庫 た-42-1 : 江戸あきない図譜  高橋幹夫著 筑摩書房

CK-B¦¦つ¦¦10-1 ちくま文庫 つ-10-1 : 占い師!  露木まさひろ著 筑摩書房
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CK-B¦¦て¦¦9-6 ちくま文庫 て-9-6 : 手塚治虫ﾏﾝｶﾞ音楽館  手塚治虫著 筑摩書房

CK-B¦¦て¦¦9-7 ちくま文庫 て-9-7 : 二階堂黎人が選ぶ!手塚治虫ＳＦ傑作集 時間旅行者編 手塚治虫著 筑摩書房

CK-B¦¦な¦¦24-2 ちくま文庫 な-24-2 : 強くて淋しい男たち  永沢光雄著 筑摩書房

CK-B¦¦な¦¦25-1 ちくま文庫 な-25-1 : 奇妙な本棚  伴田良輔著 筑摩書房

CK-B¦¦な¦¦30-1 ちくま文庫 な-30-1 : 古本屋おやじ  中山信如著 筑摩書房

CK-B¦¦な¦¦31-1 ちくま文庫 な-31-1 : 体験的骨董用語録  中島誠之助著 筑摩書房

CK-B¦¦は¦¦6-8 ちくま文庫 は-6-8 : これで古典がよくわかる  橋本治著 筑摩書房

Ck-B¦¦ひ¦¦11-2 ちくま文庫 ひ-11-2 : 家族を卒業します｡  久田恵著 筑摩書房

CK-B¦¦ふ¦¦29-3 ちくま文庫 ふ-29-3 : 味方をふやす技術  藤原和博著 筑摩書房

CK-B¦¦ふ¦¦30-1 ちくま文庫 ふ-30-1 : 翻訳者の仕事部屋  深町眞理子著 筑摩書房

CK-B¦¦ま¦¦24-1 ちくま文庫 ま-24-1 : 昭和の侠客,鬼頭良之助と山口組三代目 正延哲士著 筑摩書房

CK-B¦¦む¦¦10-1 ちくま文庫 む-10-1 : 国語辞典で腕だめし  武藤康史著 筑摩書房

CK-B¦¦む¦¦5-5 ちくま文庫 む-5-5 : ﾋﾞｰの話  群ようこ著 筑摩書房

CK-B¦¦も¦¦11-4 ちくま文庫 も-11-4 : ｢谷根千｣の冒険  森まゆみ著 筑摩書房

CK-B¦¦も¦¦16-1 ちくま文庫 も-16-1 : 幕末暗殺史  森川哲郎著 筑摩書房

CK-B¦¦や¦¦20-7 ちくま文庫 や-20-7 : 放蕩かっぽれ節,山田洋次落語集 山田洋次著 筑摩書房

CK-B¦¦よ¦¦13-4 ちくま文庫 よ-13-4 : 火星田ﾏﾁ子  吉田戦車著 筑摩書房

CK-B¦¦よ¦¦13-5 ちくま文庫 よ-13-5 : 火星ﾙﾝﾊﾞ  吉田戦車著 筑摩書房

CK-B¦¦よ¦¦2-4 ちくま文庫 よ-2-4 : 私の｢戦争論｣  吉本隆明、田近伸和著 筑摩書房

CK-B¦¦れ¦¦2-1 ちくま文庫 れ‐2-1 : Aiｼﾞｮﾝ･ﾚﾉﾝが見た日本 ｼﾞｮﾝ･ﾚﾉﾝ絵､ｵﾉ･ﾖｰｺ序･監修 筑摩書房

IW¦¦J¦¦393 岩波ｼﾞｭﾆｱ新書 393 : ﾙﾈｻﾝｽ  澤井繁男著 岩波書店

IW¦¦J¦¦394 岩波ｼﾞｭﾆｱ新書 394 : 宇宙物理への道,宇宙線･ﾌﾞﾗｯｸﾎｰﾙ･ﾋﾞｯｸﾞﾊﾞﾝ 佐藤文隆著 岩波書店

IW¦¦J¦¦395 岩波ｼﾞｭﾆｱ新書 395 : 自分をつたえる  荒田洋治著 岩波書店

IW¦¦J¦¦396 岩波ｼﾞｭﾆｱ新書 396 : 音楽でﾊﾞﾘｱを打ち壊せ  菊地昭典著､千坂ｺｳｲﾁﾛｳ写真 岩波書店

IW¦¦J¦¦397 岩波ｼﾞｭﾆｱ新書 397 : 地磁気逆転X年  綱川秀夫著 岩波書店

IW¦¦J¦¦398 岩波ｼﾞｭﾆｱ新書 398 : 恋の歌､ 恋の物語,日本古典を読む楽しみ 林望著 岩波書店

IW¦¦J¦¦399 岩波ｼﾞｭﾆｱ新書 399 : ﾋﾟｰﾀｰ流わくわく旅行術  ﾋﾟｰﾀｰ・ﾌﾗﾝｸﾙ著 岩波書店

IW¦¦J¦¦400 岩波ｼﾞｭﾆｱ新書 400 : 漢字のｻｰｶｽ  馬場雄二著 岩波書店

IW¦¦J¦¦401 岩波ｼﾞｭﾆｱ新書 401 : 目を閉じて心開いて  三宮麻由子著 岩波書店

IW¦¦J¦¦402 岩波ｼﾞｭﾆｱ新書 402 : ｶﾗｰ版里山を歩こう  今森光彦著 岩波書店

IW¦¦J¦¦403 岩波ｼﾞｭﾆｱ新書 403 : 英文法に強くなる  林信孝著 岩波書店

IW¦¦J¦¦404 岩波ｼﾞｭﾆｱ新書 404 : 歌舞伎入門  古井戸秀夫著 岩波書店

IW¦¦J¦¦405 岩波ｼﾞｭﾆｱ新書 405 : ﾗﾌｶﾃﾞｨｵ･ﾊｰﾝ,日本のこころを描く 河島弘美著 岩波書店

IW¦¦J¦¦406 岩波ｼﾞｭﾆｱ新書 406 : 世界の環境都市を行く  井上智彦、須田昭久編著 岩波書店

IW¦¦J¦¦407 岩波ｼﾞｭﾆｱ新書 407 : 今昔物語集の世界  小峯和明著 岩波書店

IW¦¦J¦¦408 岩波ｼﾞｭﾆｱ新書 408 : 植物は何を見ているか  古谷雅樹著 岩波書店

IW¦¦J¦¦B-1 岩波ｼﾞｭﾆｱ新書 別冊 : ぼくたちの今,岩波ｼﾞｭﾆｱ新書をよむ 岩波書店編集部編 岩波書店

IW¦¦R¦¦699 岩波新書新赤版 699 : 新折々のうた5  大岡信著 岩波書店

IW¦¦R¦¦774 岩波新書新赤版 774 : 技術官僚,その権力と病理 新藤宗幸著 岩波書店

IW¦¦R¦¦775 岩波新書新赤版 775 : ﾆｭｰﾖｰｸ  亀井俊介著 岩波書店

IW¦¦R¦¦776 岩波新書新赤版 776 : 西域探検の世紀  金子民雄著 岩波書店

IW¦¦R¦¦777 岩波新書新赤版 777 : 分子生物学入門  美宅成樹著 岩波書店

IW¦¦R¦¦778 岩波新書新赤版 778 : ﾕｰﾛ,その衝撃とゆくえ  田中素香著 岩波書店

IW¦¦R¦¦779 岩波新書新赤版 779消費者金融,実体と救済  宇都宮健児著 岩波書店

IW¦¦R¦¦780 岩波新書新赤版 780 : 古代ｷﾞﾘｼｬの旅,創造の源をたずねて 高野義郎著 岩波書店

IW¦¦R¦¦781 岩波新書新赤版 781 : 若者の法則  香山ﾘｶ著 岩波書店

IW¦¦R¦¦782 岩波新書新赤版 782 : 人間回復の経済学  神野直彦著 岩波書店

IW¦¦R¦¦783 岩波新書新赤版 783 : 在日米軍  梅林宏道著 岩波書店

IW¦¦R¦¦784 岩波新書新赤版 784 : ﾊﾟﾚｽﾁﾅ  広河隆一著 岩波書店

IW¦¦R¦¦785 岩波新書新赤版 785 : 中国人強制連行  杉原達著 岩波書店

IW¦¦R¦¦786 岩波新書新赤版 786 : 一億三千万人のための小説教室 高橋源一郎著 岩波書店

IW¦¦R¦¦787 岩波新書新赤版 787 : ｲﾝｶとｴｼﾞﾌﾟﾄ  増田義郎､吉村作治著 岩波書店

IW¦¦R¦¦788 岩波新書新赤版 788 : 靖国の戦後史  田中伸尚著 岩波書店

IW¦¦R¦¦789 岩波新書新赤版 789 : 山が消えた,残土･産廃戦争 佐久間充著 岩波書店

IW¦¦R¦¦790 岩波新書新赤版 790 : 植民地朝鮮の日本人  高崎宗司著 岩波書店

IW¦¦R¦¦791 岩波新書新赤版 791 : 武玉川･とくとく清水,古川柳の世界 田辺聖子著 岩波書店

IW¦¦R¦¦792 岩波新書新赤版 792 : ﾅﾁ･ﾄﾞｲﾂと言語  宮田光雄著 岩波書店
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IW¦¦R¦¦793 岩波新書新赤版 793 : 地域学のすすめ 森浩一著 岩波書店 

IW¦¦R¦¦794 岩波新書新赤版 794 : 日本の刑務所   菊田幸一著 岩波書店 

IW¦¦R¦¦795 岩波新書新赤版 795 : 仕事文をみがく   高橋昭男著 岩波書店 

IW¦¦R¦¦796 岩波新書新赤版 796 : ｲﾗｸとｱﾒﾘｶ 酒井啓子著 岩波書店 

IW¦¦R¦¦797 岩波新書新赤版 797 : 現代中国 興梠一郎著 岩波書店 

IW¦¦R¦¦798 岩波新書新赤版 798 : 地震と噴火の日本史 伊藤和明著 岩波書店 

IW¦¦R¦¦799 岩波新書新赤版 799 : ｵｰﾛﾗ 赤祖父俊一著 岩波書店 

IW¦¦R¦¦800 岩波新書新赤版 800 : 日本語の教室 大野晋著 岩波書店 

IW¦¦R¦¦801 岩波新書新赤版 801 : 読書力 齋藤孝著 岩波書店 

IW¦¦R¦¦802 岩波新書新赤版 802 : ﾃﾞﾓｸﾗｼｰの帝国 藤原帰一著 岩波書店 

IW¦¦R¦¦803 岩波新書新赤版 803 : 山を楽しむ 田部井淳子著 岩波書店 

IW¦¦R¦¦804 岩波新書新赤版 804 : 生体肝移植,京大ﾁｰﾑの挑戦 後藤正治著 岩波書店 

IW¦¦R¦¦805 岩波新書新赤版 805 : 旬の魚はなぜうまい 岩井保著 岩波書店 

IW¦¦R¦¦806 岩波新書新赤版 806 : 神､この人間的なもの なだいなだ著 岩波書店 

IW¦¦R¦¦807 岩波新書新赤版 807 : ｶﾗｰ版 ﾒｯｶ 野町和嘉著 岩波書店 
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新 任 紹 介 
 

待鳥幸代 

 10 月から時間外スタ

ッフの一員となりまし

た。不手際な点も多々

あると思いますが、皆

さんのお役に立てるよ

う頑張ります。よろしく

お願いします。 

内藤裕見子 

 10 月より、図書館の

時間外スタッフとして、

皆さんのお手伝いをさ

せていただきます。利

用者の皆さんの御要

望に、一日も早くスム

ーズな対応ができるよ

う頑張りたいと思いま

すので、どうぞよろしく

お願いします。 
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　　◎開館日数及び入館者数

一　　般 一日平均
利用者数 入館者数

時間内 時間外 （内数） （四捨五入）

4 24 5,420 477 128 6,025 5 251

5 24 5,944 881 97 6,922 12 288

6 25 5,614 874 202 6,690 9 268

7 20 5,606 577 59 6,242 7 312

8 22 2,727 0 0 2,727 8 124

9 23 6,653 617 454 7,724 9 336

合　計 138 31,964 3,426 940 36,330 50 263
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　　◎図書貸出状況

開　館
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月
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特別（長期）貸出について 

  
冬季休業中の特別（長期）貸出を下記のとおり行います。 

◆貸出期間：１2 月 1７日（火）から１2 月 2７日（金）まで ◆返却期限：１月８日（水）まで 
 ◆貸出冊数：５冊以内  ◆返却期日厳守のこと。  ◆一般利用者及び教職員は従来どおりです。 
 

開館時間の変更及び休館日について 

 
冬季休業及び年末年始は下記のとおりです。 

１２月２０日 （金） ９時～２０時 １２月２８日 （土） 休館（年末・年始） 

１２月２１日 （土） 休館 

 

      

 ～
 

１２月２２日 （日） 休館  １月 ４日 （土） 休館（年末・年始） 

１２月２３日 （月） 休館（祝日）  １月 ５日 （日） 休館 

１２月２４日 （火） ９時～２０時  １月 ６日 （月） ９時～１７時 

１２月２５日 （水） ９時～１７時（冬季休業）  １月 ７日 （火） ９時～１７時（授業開始） 

１２月２６日 （木） ９時～１７時  １月 ８日 （水） ９時～２０時 

１２月２７日 （金） ９時～１７時       
 

卒業・修了予定者への貸出等について 

 
今年度卒業・修了予定者への貸出は下記のとおりです。 

◆貸出：2 月 2５日（火）まで ◆返却：3 月 4 日（火）まで 
 

ノートパソコン持込専用デスクの設置について 

 
閲覧室内の参考図書コーナーにノートパソコン持込専用デスクを設置しました。教室のインターネッ

ト環境と同じ設定です。自由に利用して下さい。 
 

返却日の厳守と図書の取扱について 

 
みんなが利用する図書です。一人で長時間独占しないで期日までには、必ず返却してください。 

なお、延滞図書がある利用者には貸出は行いません。また、図書の取扱いが粗雑な人がいるようです。
込み、切取り、頁折り等は絶対に止めてください。             書 

～ 
《編集後記》 

寄稿を快諾され、玉稿をお零せ戴いた松原、坂元、
矢谷の三先生に、また読後感を簡約にまとめてくれ
た学生の皆さんに、それぞれ厚くお礼を申し上げま
す。 
 表紙を見て一瞬、とまどった人も多いのでは。
「CCC」所属の学生さん作製のコンピューターグラ
フィックス、多忙な活動の合間を縫っての作品で
す。表紙の裏に簡単な説明があるので参照してくだ
さい。 

  

 矢谷先生の原稿には、一瞥、数式が幾つか出てい
て文系の私は－寸めまいを覚えました。が、読み進
めていくうちにじわりと伝わるものがあり、「わか
る」ということの意味が少しは分かったように思い
ます。先生の温容に接していると、人間にとっての
最大の教育的環境が人間であるという思いが募っ
てきます。 
           （図書主幹 平元 道雄） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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